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要 旨：平泉研究は柳之御所遺跡の発見を契機に急速な進展をみた。1990 年代にすでに

提起された都市論、藤原氏権力論、国産及び貿易陶磁器をめぐる議論は、今なお研究課題と

しての生命を失ってない。さらに 2000 年代以降は「東アジアのなかでの平泉」が新たな論

点として研究が展開した。中国産磁器の流通の様相を解明し、また都市としてのあり方を東

アジアの規模で比較検討するなどのことがなされてきている。平泉仏教論の検討も、本格的

には始まったばかりといってよい。これらの研究蓄積を概観し、今後の課題を考えてみたい。 

 

 

聴講受付 当日受付、先着 25名（新型コロナの感染状況により変更する場合があります。）
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〒020－8550   盛岡市上田三丁目 18－33  019－621－6529 E-mail ryukaiu@iwate-u.ac.jp 

菅野文夫氏 


